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等々力硬式野球場の整備進捗と供用開始について 

１ 整備の目的  

等々力硬式野球場は、高校野球や社会人野球の大会開催が可能な硬式野球場として、競技や観戦が円滑

かつ安全に行えるよう、施設の機能向上、競技者や大会関係者等の諸室の整備、防球対策を進め、また

施設の多目的利用、集約化などを図るとともに、防災備蓄倉庫の整備など災害時の活動拠点としての機

能導入を行います。 

２ 整備の概要 

フィールド 人工芝及びアンツーカ舗装、センター122m、両翼 100m、面積 13,445.10 ㎡ 

構造・規模 鉄筋コンクリート造、プレキャスト鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造 地上 3階建て 

収容人員数 内野約 5,300 席 外野約 4,000 席 計約 9,300 席 

建物機能 観覧場、防災備蓄倉庫、いこいの家、事務所 

電気設備 LED ナイター照明、フルカラーLED スコアボート、サブスコアボード、太陽光発電設備 

昇降機設備 内野 1台、外野 1台、計 2台 

整備する諸室等 

選手ロッカー室、シャワー室、選手用トイレ男子女子、ダッグアウト、屋内練習場、屋内ブルペン、 

記録放送室、本部室、審判員室、報道関係室、医務室、審判員控室、カメラマン席、キーパー室、 

会議室、事務室、男子女子トイレ、多目的トイレ、器具庫、作業員室、非常用自家発電気室 

災害時の防災機能 

フィールド：消防機関の活動拠点、屋内ブルペン：救援物資等の市集積場所 

完成予想図 

３ 工事の概要  

（１）概要 工事名：等々力硬式野球場改築工事（建築工事） 

工 期：平成 28 年 6 月 21 日～令和 2年 12 月 15 日 

工事場所：川崎市中原区等々力 1番 

請負者：鹿島・石井・松浦共同企業体 

契約金額：7,649,346,080 円 

その他附帯工事契約金額：1,203,860,880 円（電気設備、機械設備工事） 

総工事契約金額：8,853,206,960 円 

（２）工事の進捗状況 

平成 28 年の工事着手後、廃棄物混じり土の処分、地盤の軟弱部分における強化改良、杭支持層の

変更など、追加対策が必要となり、平成 29年度に予算の補正及び変更契約を行い、平成 30 年度末

までに追加対策を実施しました。 

進捗状況写真 

現在、1階躯体が概ね完了し、上層スタンド

を構築する柱や梁の施工を行っています。 

柱や梁に引き続いて、床板の設置を行い、躯

体工事を進めます。 

令和元年 8月末時点 

《今後の工事予定》 

内野側 

地上躯体工事、外装工事、内装工事、 

観客席工事 

外野側 

地上躯体工事、擁壁躯体工事、外装工事、 

内装工事、芝生席盛土 

外野側

内野側
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５ 今後のスケジュール 

項目 令和元年度 令和２年度 

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

改築 

工事 

管理 

使用料

４ 野球場の供用開始予定について 

（１）施設管理開始：令和 2年（2020 年）9月上旬 

供用開始：令和 2年（2020 年）10 月上旬 

※詳細な施設管理及び供用開始日については引き続き調整します。 

（２）野球場施設の管理について

等々力緑地では、民間活用を踏まえた、さらなる魅力向上に向け、一体的な運営・維持管理手

法等の検討を進めていますが、民間活力導入による事業実施までの間、令和 2年 10 月上旬の供用

開始に向けて、野球場施設の管理を令和 2年 9月上旬から業務委託により行う予定です。

（３）使用料について 

改築整備により新たな諸室等が整備されることなどから、今後、想定される維持管理費を基に

原価計算を行い、旧等々力球場や他都市の同様の球場使用料も参考に、新たな野球場の使用料に

ついて検討します。 
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